
提案 1 新入会者特典の拡充

提案趣旨説明
2020年度(2020年4月から11月)の新規入会者は2名にとどまっている。
新規入会者の特典を拡充し、新規入会者を獲得していきたい

提案内容
(1)入会時に、JAG No.およびコールサイン入りの缶バッジを進呈する。
(2)入会時に、協賛企業のA4マニアックス作成のJAG 統一カード1,000枚を進呈する。

実施状況と最終評
価等

・新入会者に対し、缶バッジとQSL カードの進呈を行った。
・協賛企業 A4マニアックスへ趣旨説明を行い、新入会者の情報提供入金方法、発注から印
刷・配送までの流れを策定した。
・ホームページやその他ツールを活用し、入会特典を周知していくことで、新入会者を獲得
していく。

提案 2 入会手続きの簡素化・電子化
提案趣旨説明 入会時の手続きを簡素化し、新規入会者の獲得を目指す。

提案内容

(1) JAG ホームページに入会申請フォームを掲載し、入会手続きがone stopで完結できるよ
うにする。
(2)「JARL会員証の写し」の提出を廃止する。
　　入会審査担当者が、JARL web の会員検索システムで確認をする。
(3) 入会金、年会費の納入
　「振込用紙の写し」の提出を廃止し、PDF・画像化された振込用紙の内容を確認する。
　「ゆうちょダイレクト送信結果」の写しを、PDF・画像化された内容で確認する。
(4) 入会の問合せ
　　Mailでの問合せを認める（現行は SASE）。

実施状況と最終評
価等

・ホームページをリニューアルし、入会手続きの簡素化が図られた。

提案 3 会員への新たなサービス
提案趣旨説明 退会者による会員数の減少顕著である。会費の還元サービスを推進する必要がある。

提案内容 永年表彰会員へ、協賛企業のA4マニアックス作成の JAG 統一カード1,000 枚を進呈する。

実施状況と最終評
価等

・未実施
・継続審議とする

提案 4 JAG 発行アワードの申請料無料化

提案趣旨説明
新入会者の開拓やアワード発行団体としての先駆的取組（他団体との区別化）、アワード界
の活性化等を目指す。

提案内容

JAG発行のアワード申請料を無料とする。JAGアワード発行による収益は減少傾向にあり、申
請料無償化による PR 等の相乗効果のほうが期待できるため。
参考；アワード発行による収益
　　2019年度 8,113 円、2018年度 19,755 円、2017年度 20,568円、2016年度 26,146 円

実施状況と最終評
価等

・2020年度のアワード収益はJSSAの効果もあり、31,210円となった。
2016年～2020年度の5年計でアワード収益は105,792円となり、年平均で21,158円、
これは、年間約10人分の年会費に相当し、大切な運営の財源となっている。
先駆的取組（他団体との区別化）、アワード界の活性化等の理念は、提案5で実現を目指し
ていくこととする。

提案 5 廃止アワードの復活発行

提案趣旨説明
会員より事務局へ、JCAの復活発行の要望がある。長くハムライフを続ける目標としてのア
ワードとして、JAGとして復活発行したい。

提案内容

JCA の復活発行
　※ 撤廃事項
　　・交信年月日の制限
　　・QSLカードの提出（1部のQSLカードを、PDF等で求める）

実施状況と評価
課題等果

・新アワードSXCCを発行する(別紙参照)。
・JAIA2018でJAIA終了、およびJA1ANメモリアルアワードが2021年度で終了した。
新新たにSXCC2022を策定し2022年度から開始する(別紙参照)。
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提案 6 アワードルールの公開

提案趣旨説明
アワード名とリンク先のページの一覧を作成し、JAG ホームページやFacebook等で公開し、
アワードハントの利便性を高め、アワードハント界の活性化を目指す。

提案内容 同上

実施状況と最終評
価等

・ホームページ上で公開を開始した。
・Facebookでリンクをはり、周知を図っている。

提案 7 コンテスト・パーティの電子申請化の推進
提案趣旨説明 コンテスト担当役員の、作業の効率化と事務負担軽減を目指す。

提案内容

(1) 電子申請のさらなる推進
(2) 表彰状や参加証の PDF 送信
(3) ステッカー等の返信料の無償化
(4) コメント整理の効率化

実施状況と最終評
価等

・ホームページで、過去のデータの公開を開始した

提案 8 コンテスト・パーティー日時の変更

提案趣旨説明
他コンテストと日時が重なり、混乱等がおきている。また、長時間開催である。
日時等の変更を検討する時期にきているのではないか。

提案内容 同上

実施状況と最終評
価等

2021年度より、皆様に集中して参加して頂くため、次の2点を改正した。
(1)開催時間を10月16日（土）12：00～10月17日（日）11：59JST
(2)参加意識向上のため、コンテスト形式を採用。
　・一般局のコンテストナンバーをRST＋X001より始まる連続番号。

（経歴）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(アワード歴)

　2018年　JAG会長　　　　　　　　　　　現在に至る

　1999年　JAGホームページ管理運営担当　現在に至る　　　　　　　アワードランキングEX表彰

　1952年生　第2級アマチュア無線技士　愛媛県今治市在住

　1979年　開局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1985年　The Samurai　　　　　　　　　　　　　　

　1985年　JAG入会　　　　　　　　　　　　　　　　　　2002年　全日本一万局よみうり本賞

　1998年～1999年　JAG副会長　　　　　　　　　　　　　2007年　Certificate of Activities

　1998年　JAG会報編集・発送担当　　　　現在に至る    2010年　JAG国内級

委　員　#1427　JI1JRE　武藤　初美　
委　員　#1477　JF1GNC　田名網美紀　

会長立候補届
#586　JH5GEN　越智 省二（おち　しょうじ）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選挙管理委員会
委員長　#1474　JA1FAS　植草富美子　

2021年8月31日

　会報256号にて2022・2023年度役員(会長)選挙の告示をしましたところ、2021年7月31日の立候

補締切日までに、＃586 JH5GEN越智省二氏より立候補がありました。

　立候補が1名ですので、JAG会則第16条(7)の規定により無投票とし、2022・2023年度JAG役員(会

長)は、JH5GEN越智省二氏に決定します。

　なお、2021年10月に予定していた投票は行いません。

2022・2023年度役員選挙について


